
































X1=o・1K1 a1 : const. 
X2＝σ2K2 σ2 : const. 
N1 =n1X1 n1 : const. 






























L=c3 c3 ; canst. (8) 
とする。
実質賃金率は労働市場の需給を反映して変動すると考え，




を加えれば，（7）の下での体系は完結する。ここで変数は XI,X2, K, K1, K2, 






































































σ＇k, 一ι ニーー ＝c
R 同
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k - C2（σ1-C3) 










Oくぬくσl or 一一一＜一一一一nzσ2 C3 
が成立しなければならない。他方
R* ＿！＿＿＿＿一一一一一一二三型虫色
- nz - nz{c3nia1 + （σiー C3)nzσ2}
だから R*<l/mとなるためには
































oR* -1122(111 -c3)2 




~ {c3(niσ1-na112)+111um2}3 >O 






















dk2 - k2 
となる。これより
log R=log k2+C 


















次に Saでは(l6), (l7)より直ちにわかるようにの＞Oであれば， R=l/n3の



































































g(z) =c1c2（σ：－C3)zZ十4ain1（σ1ー の）z-4aini （お）






























































σ 〈ケ camσi 往きを1－『C3＜：、一ー一一一一一一司 σ）lJ寺naσ2 e ドーョ
（ω この式が等号の時には，注（8）でみたようになっている。そこで， (Aー 7）の直線
の傾きは






























































































































































明 （ga-g1)=sgnR (" O<Rくす〉
が成立する。
-133ー
-220ー
では，
幽 消費財部門の資本労働比が生産財部門のそれよりも一定限度以上大きい
場合 （n，σl一町内よZ1）には，循環は発生せずにスムーズに均衡蓄積軌道に収
束してし、く。
ということがある，それ以外の場合には必ず循環が発生する。但し消費財部
門の資本労働比が生産財部門のそれよりも大きい場合には，規則的循環を繰り
返すのではなく，循環しながら均衡蓄積軌道に収束してしぺ場合もある。
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